
 
 
 
 

 

 

 
 

第７回因北中学校区小中一貫教育校準備委員会を開催しました！ 
 
開催日時：令和８年７月２４日（金）１９時００分 から ２０時０５分 
開催場所：因島総合支所 ２階 多目的会議室 

 
 

◆部会長・事務局からの部会の進捗状況と今後の予定についての報告 
（１）総務等検討部会 

 部会長から、令和８年６月１１日（木）に開催した第４回総務等検討部会について報告があり
ました。報告は次のとおりです。 
 ○令和９年度からのPTA組織については、小学校・中学校ともに検討中であり、今後、各 
ＰＴＡ内部で意見を出し合いながら準備を進めていきたいと考えているとのことでした。 
事務局からは、「施設整備の進捗状況について、因北小学校では、改修は５月連休明けから本 
格的にスタートしており、順調に進めば、夏季休業中に１号館の改修を終え、２学期から新
しくなった教室やトイレを使える。因北中学校では、トイレの洋式化・乾式化、建具のアル
ミサッシ化等の改修を、夏季休業期間内に完了するよう準備を進めており、順調に進めば、
２学期から新しくなったトイレやロッカーを使える。」と説明がありました。 

 
 
（２）生徒指導等検討部会 

 部会長から、令和８年６月１９日（金）に開催した第６回生徒指導等検討部会について報告が
ありました。報告は次のとおりです。 
○学校規定品（制服・体操服以外）等の方向性について 
  各 PＴＡで協議いただいた意見等を踏まえて、重井・因北小中学校の校長で協議した内容
について次のとおり提案しました。※主なものを掲載しています。 

小学校 
規定品 

制帽 
黄色のキャップ型かハット型かを選択する。 
校章はなく、業者の指定もしない。 

シューズ 
平ゴムタイプとし、布部分が白であれば、つま先の色は問わな
い。 

通学・ 
運動シューズ 

白地・白ラインであればメーカーは指定しない。 

通学カバン 現行どおりランドセル 

中学校 
規定品 

上履きシューズ 
体育館シューズ 

上履きシューズと体育館シューズは、それぞれ購入する。 
上履きシューズは三角ゴムで白地であれば、メーカーは指定
しない。 
体育館シューズは因北中学校のものとする。 

通学・ 
運動シューズ 

白地・白ラインであればメーカーは指定しない。 

通学カバン・サ
ブバック・名札 

因北中学校のものとする。 
サブバックについては、校章が入ったものとする。 

   以上の提案について、部会として承認され、準備委員会でも承認されました。 
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○制服・体操服の方向性について 

制服 

小学校 

因北小のものを使用することとし、現在重井小に通っている１
～５年生については、因北小の制服が教育委員会からの支給対象
となる。移行期間は６年間とし、移行期間中は重井小、因北小いず
れのものを着用してもよいこととする。 

中学校 

新たな制服に変更するが、令和９年度の中学２・３年生につい
ては現在の制服をそのまま使用する。移行期間は３年間とし、移
行期間中は重井中・因北中の新旧いずれのものを着用してもよい
こととする。 

体操服 小中学校 

体操服は小中学校共通の新しいものとするが、令和９年度の小
学２～６年生、中学２・３年生については、現在の因北小・中学校
の体操服を引き続き使用する。移行期間は新１年生が卒業するま
での期間とし、小学校で６年間、中学校は３年間とする。移行期間
中は重井小・因北小、重井中・因北中の新旧いずれのものを使用し
てもよいこととする。 

  
事務局からは、次の2点の報告がありました。 
○通学路の安全対策について、昨年度合同点検後に対応できていない箇所については、本年度 
中に道路標示等の塗り直しを実施する等、順次対応されていると聞いている。また、令和８
年度も学校・保護者・地域の方から危険個所等の情報提供を受けており、９月頃を目安とし
て関係各所と連携し合同点検を実施する。 

 
  ○通学支援バスについて、因島重井町から因北小学校に通学する児童について、具体的な支援 

の方法については、路線バスを活用した通学支援を行う方向性で進めており、子ども達が安 
全安心に通学できるよう、今後もバス事業者と協議をしていく。また、重井町在住の保護者 
を対象に通学支援バス意見交換会を開催し、頂いた意見等は、今後の安全対策等に生かして 
いく。 

 
 

（３）教育課程等検討部会 
部会長から、令和８年７月９日（木）に開催した第４回教育課程等検討部会について報告があ
りました。報告は次のとおりです。 
①育てたい資質・能力について 
「主体性」「社会性」「表現力」について、これらの資質・能力を身に付けた子供の姿を小
中それぞれについて協議し、次の表の通り整理しました。 
資質・
能力 

資質・能力を身に付けた子どもの姿 
小学校 中学校 

主体性 
 よりよい自己の実現に向けて、粘り
強く自己選択・自己決定しながら工夫
することができる。 

 よりよい自己の実現に向けて、自己
の存在や思いを尊重しながら挑戦す
ることができる。 

社会性 
 よりよい集団生活の充実に向けて、
自分や相手の思いを大切にしながら
周囲と協力し合うことができる。 

よりよい社会の実現に向けて、自他
の持ち味を尊重しながら周囲と適切
に関わることができる。 

表現力 
 自分の思いや考えを素直に表現し
合うことができる。 

自分の思いや考えを相手に分かり
やすく伝えたり、受け止めたりするこ
とができる。 

②因北小学校と重井小学校の対面による児童間交流について 
令和８年７月８日（水）、初めて対面による交流を行い、ゲーム等を通して、仲良くなるこ
とができました。大人数の因北小の児童の中に、重井小の児童が入ったので圧倒される様子
はありましたが、レクリエーション等の活動を通して、少しずつ慣れたようでした。今後、
５年生は合同で宿泊学習を行います。５年生は開校の際、６年生となる児童です。来年度４
月が良いスタートとなるよう、今後も交流を行っていきます。 

 
※第８回準備委員会は、１０月初旬ごろ開催する予定です。 
※準備委員会だよりN0.７は、８月７日現在の情報で編集しています。 


